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Most teachers in charge of teaching biology as a subject of general educational course in colleges

are usually confronted with the inevitable problem, namely teaching a mixture of students in terms of

their background knowledge: one group of students includes those who have already had fundamental

knowledge of biology to a considerable extent while the other involves students without such a

background. The best solution of this problem would t光to provide two different levels of lectures after

segregating them into two groups. Such reform, however, cannot be done immediately. Under these

circumstances, I herein describe a possible way of lecture that would l光acceptable to both of these two

groups. The lecture of this kind has actually been put into practice for these two years. This article

deals with: 1) the analysis of the relationship between the curricular background of students and their

actual scholastic ability', this analysis is at the same time essential for setting the level of lecture to c肥

given 2) a possible manner of lecture which would be acceptable to most students irrespective of their

background knowledge of biology, and 3) the evaluation of such lecture on the basis of the marks they

finally got and the results of a questionnaire survey.
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大学の教養において､自然科学系科目を教える際に　　　　報告の内容は､以下に示した順に進められる｡

それぞれの分野に特有の問題が存在している｡その最　　　1 )まず聴講を希望して集まる学生の入学以前の生

大のものは､履修予定科目に既に何らかの形で関係し　　　物学に対する関わりについての調査結果を､形式に終

ている学生と､全く関わってこなかった学生が混在し　　　わることなく実質に踏み込んで分析する｡この過程は

ていることである｡この混在集団を教える際に､特に　　　講義内容の設定と実際の遂行に重要である｡具体的な

生物学で(地学も同様の傾向がある)問題になるのは､　　分析の内容としては､入学以前に生物学を入試科目と

既履修組のほとんどの学生が生物を単なる陪記物とし　　　の関係も含めてどう履修してきたかである｡この調査

か捉えていないことである｡このような学生に対して､　　のみでは､学校差あるいは個人差があり､表面的なデー

用語が頻繁にあらわれる授業を与える事は､彼らの誤っ　　　タしか得られないので､実際の生物学の項目設問に対

た捉え方を促進し兼ねない｡他方､非履修組にとって　　　してどの程度答えられるのかを合わせて調べている｡

も多数の用語のみが先行する授業は､それだけで取り　　　後者の調査によって､講義を受ける学生が実際にどの

つきづらい授業とされてしまう｡この報告では､私自　　　程度の力を持っているかが事前に分るわけである｡

身が教養科目を教える際に､上記の問題にどのように　　　　2)これまでに学んだ生物学を暗記物としてしか捉
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え て 来なか っ た学生に対 して ､ どの ような内容の講義

をするか ｡ こ の講義が 同時に非履修阻をも満足させ る

もの にな っ て い なければならない ことが当然の要求と

して存在 して い る｡

3 ) 上記 の 目的で行われた講義が ､ 履修 ･ 非履修組

の 学生にと っ て ど の ように受けとめ られたか ｡ そ して

実際の試験の 評点は ､ 単に前歴を反映 した ラ ン ク の点

が再現されるの で あれば､ そ の講義の 内容が問われる

こ とになる ｡ こ こ で は実際の成績の 点と学生の 学習経

歴との関係 ､ 更に具体的なア ン ケ ー ト項目 の 答えを紹

介する｡

1 学生の 入学以前の 生物学 へ の関わりと実

際の知識

1 ･ 1 履修経歴と知識の関係の分析の ために

学生の学習経歴を分察すると ､ ①大学入学以前に生

物学を履修 し最終的に大学入試の科目とした ､ ②履修

したが入試科目と しなか っ た ､ ③理科Ⅰを (生物以外

の 他科目 と) 履修 した ､ ④全く生物に関係する科目を

学ばなか っ た ､ の 4 群 に分けられよう｡ こ れら の各群

の 数を把握するた め ､ 1 ･ 2 項 に示す調査を行 っ て い

る｡ ま た これら の 学習経歴 がそ の 時点の ｢ 学力+ ( 筆

者は これを真の学力とみな して い る訳 で はな い) と実

際に ど の程度関連して い るかを予備知識 (講義以前に

行われる) テ ス ト と合わせ て分析して い る｡ こ の テ ス

トは決 して 彼らの 成績に つ なが るもの で はな い ｡ 設問

には生物学と し て習うもの の 他､
一

般的な書籍を
一

度

で も興味を持 っ て見 て い れば解答可能な ､ 人 の 病気に

関す る項目等も含まれて い る｡

入学以前の 学習歴調 べ

以下の様式の書類に よる調査を行 っ て い る｡

(該当す るもの に○印を つ け よ)

入学以前に履修 した科目

(生物学 ､ 理科Ⅰ ､ 化学 ､ 物 理 ､ 地学)

大学入試科 目に選択 した科目

( 上 と同様)

I ･ 2 予備知識把捉のための設問項目

以下の設問に ( 3 行程度で) 解答できるか否か ､ ま

ず自己診断せ よ (◎十分説明可 ､ ○ある程度可 ､ △連

想語が思い 浮かぶ だけ ､ × 全く知らない) ｡ 問 い 全 て

は成績と全く無関係で ､ 授業 の程度を決め るため の資

料の訳を果たす ｡ 故 に ､ 知 っ た ふ りをすると授業がそ

れだけ高度になり損をする こ とになる ｡

【調査項目】 細胞質､ 核､ ゴ ル ジ体 ､ 染色体 ､ D N A ､

R N A ､ 遺伝子 ､ 甲状腺 ､ ラ ソ ゲ ル - ソ ス 島､ ア ミ ノ

酸､ 副腎皮質､ 神経伝達物質､ 解糖 ､ 光合成 ､ A T P ､

酵素 ､ オ
ー

ガ ナ イザ ー

､ くも膜下出血 ､ 脳内出血 ､ 糖

尿病 ､ ア ル ツ - イ マ
-

病､ コ ラ ー ゲ ン ､ ダ
ー ウ イ ン ､

ワ ト ソ ソークリ ッ ク ､ パ ス ツ
ー ル

､ メ ン デ ル ( 以上2 6

項 目)

1 ･ 3 二 つ の調査の結果と集団の分類

9 5 年度 の調査結果を次の 表に示 した ｡ 但 し 1 ･ 2 項

の調査を採点す るに 当た っ て は ､ ◎ - 4 (実際に妥当

か チ ェ ッ ク後) ､ ○ - 2 ､ △ - 1 ､ ×
-

0 と点数化

した ｡

上記 の 結果を統計的に分析すると ､ グ ル ー プ 1 ( 生

物を入試に選択) の み が他の 3 グ ル ー プに対 して 有意

に高か っ た ( P < 0 . 0 1) ｡ 予想 に反 した こと で あるが ､

生物学を入試科目と しなか っ た ､ 第 2 - 4 の グ ル ー プ

間には全く有意の 差が見られなか っ た｡ グ ル
ー プ 2 の

学生が必要以上 に謙虚な答えを した可能性も否定で き

な い が ､ そ れ を無視すると ､ 学生は大きく 2 群 ( 大学

入試にそ の 科目を取 っ た群と ､ そう で な い 群) に大別

して 良い ように思われる｡

( 1 ･ 3 項 の調査結果表)

グ ル ー プ 人数 設問の点数(平均±標準誤差)

1 生物学を入試 に選択 56 3 6 . 8 ± 2 . 2

2 入 試 科目としな い が 生物学
15 1 7 . 8 ± 1 . 9

履修

3 理科 Ⅰと生物以外を選択 37 1 5 . 8 ±1 . 2

4 生物 ･ 理 科 I どちらも選択
32 1 5 . 2 ± 1 . 3

せず
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2 大学の教養 ｢生物学+ で何を教えるか

2 ･ 1 高校生物教育に見られる共通の問題点

高校生物の 学習の 無体系性に つ い て は ､ 村本直人

( 函館 ラサ
ー

ル 高校) が幾度か警告 して い る (文献 1 ､

2 ) ｡ こ の ような現状を嘆く ､ 生物学研究者からの 詰

め込み の 弊害に対する批判は数え切れな い程存在する

し ( 文献 3 ､ 4 ) ､ そ れを克服するた め の工 夫も試み

られて い る (文献 5 - 7 ) ｡ こ れら の 点に つ い て ､ こ

こ で 展開する ことは不 可能な の で ､ 筆者 の 目から大学

初年度の 学生を見て ､ 感 じた高校生物教育の問題点に

関 して い く つ か述 べ て み よう｡

1 ) 過度 の細胞重視 : 細胞は重要には違い な い が ､

こ れ の みに ドグ マ 的に着目する硬化 した態度で は ､ 骨

が何故硬い か の 答えは 出て こない ｡ ま た体の タ ン パ ク

の 3 割をも占める コ ラ
ー

ゲ ン ( 骨 ･ 腫 ･ 真皮に多量に

存在) の存在部位や意義は全く解らないままに留まる｡

2 ) 知識 の統合的組み 合わせ作業の 欠除 : 筋肉の 収

縮に つ い て ､ 微細な収縮タ ン パ ク等を含む機構を学ぶ

け れ ど､ 筋肉と骨の 関係は どの ようにな っ て い るかを

図解させ てみ ると珍答 (骨幹の み で筋が起始 ･ 停 止 し

て い る等) が 多く出る｡ ま た ､ 糖 の調節に関 して の ア

ド レ ナリ ン ､ イ ソ シ ェ リ ソ 等に つ い て何度も反復して

暗記させ られ るよう で あるが ､ 何故糖を調節する必要

が ある の か に つ い て は余り考えな い ようで ある｡

3 ) 何故か を問う習慣の 欠落 : 細胞が分裂する時 ､

核内には染色体濃縮が起こ っ て ､ 今ま で 見えなか っ た

遺伝子の 糸が折りたたまれる ｡ 分裂 の過程そ の もの に

つ い て は順､ ス テ
ー ジ名称等を注意深く覚えさせ られ

るが ､ 何故染色体が太くな らなけれ ばい け な い か の よ

うな発想は ､ 試験に 出る ことが少ない の で余り考え る

こ とがな い ｡ 95 年度 の シ ラ バ ス に書 い た ､ 膝蓋腫反射

も､ 反射だか らそうな ると い う こ と で済ま し て い る の

が ､ 殆 ど全 て の教科書参考書 である の が ､ 残念なが ら

現状で あり､ 従 っ て 生徒もそ の ように育 っ て い る｡

4 ) 硬直化 した教科書の記述に よる頭脳硬化 : 循環

系で は節足動物が開放血管系､ 脊椎動物は閉鏡血管系

という答えを要求する試験が頻繁に あり ､ 教科書 もそ

うな っ て い るた め ､ 血液成分や血球は脊椎動物で は決

して血管から外 - 出な い と い う硬直 した考え の ままに

生物学を修了して い るとい うのがや むを得ない現状 で

ある｡ こ れは実際の 血液の ダイ ナミ ッ クな動きを理解

する立場から程遠い もの で ある｡

5 ) マ ク ロ の現象から出発する発想の 欠除 : これ こ

そが ､ 近代の 分子 レ ベ ル 全盛 の 生物学の発展の 中で 記

された教科書の欠点で あると思うが ､ 最初に マ ク ロ 的

な生物現象が何故起きるかを考える癖が欠除 して い る

傾向が極めて 強い ｡
一

例と して 動物の体液を 一

定 に保

つ には ､ 腎臓等の血流と深く関係を有す器官が重要で ､

こ れに よ っ て細胞外液の浸透圧が
一

定 に維持される ｡

教科書で は ､ こ の 関係が示 し合わせた様に ､ 浸透圧 -

腎臓 - 体液 の恒常性 ､ の 順番にな っ て い る｡ こ の 発想

は逆 では なかろうか ｡ 更に記述も細胞 - 組織 ･ 器官 -

個体 の調節の 並び にな っ て い て ､ しかもそ の調節機構

は バ ラ バ ラ の 章に分けられて関係が把握 しづらい ｡

そ の他 ､ 項 目を上げて指摘して も現状の教科書検定

制度の許で は ､ どうにもならない こ と で はある の で最

後にまとめ て 記すが ､ 生物学におい て ある述語が 出て

く る蔭には ､ それなり の研究の歴史が ある｡ それらの

研究の過程は大層長い もの で ､ ま た色 々 な面 で興味深

い もの で もある｡ こ れら の過程を学ぶ ことに よ っ て ､

述語は無理なく､ 真に理解されて ゆく の で あるが ､ 高

校の 生物教科書は余りにも多数の 項目と単語を扱うた

めに ､ こ の ｢ 研究 の過程+ は全くと言 っ て 良い ほ ど無

視され て い る ｡ ま た ､ 日常茶飯事の こ とと して ､ 高校

の 教科書に電子顕微鏡の 写真が載せ られ る時代 とな っ

た｡ 透過力の 弱い 電子線を用い る顕微鏡の 観察の ため

には ､ ガ ラ ス に標本をの せる こ とは出来ず特別な支え

を用い るが ､ こ の ような技術の過程も全く考えなくて

良い もの で はな い 様に思われる｡ そ の 他､ 何 ミ ク ロ ン

等と いう単位が簡単に用いられて い るが ､ これは可視

的な レ ベ ル とどう対比される の か等の 問題もある｡

更 に､ 最大の 欠陥と し て入試問題対策等の テ ス ト の

ため の技術を反復 して練習 してきた学生は ､ あ る
一 つ

の 課題が設定された時に ､ 資料をどの ように発見し､

それを ど の ように利用 して 目的の調査を完遂するか の

経験を余り持 っ て い な い から､ 自ら学ぶ とい う経験の

蓄積には乏 しい ｡ こ の様な調査 ･ 研究を自ら行う習慣

は ､ どん な良い 講義を して も (すればするほ ど) 彼ら

に獲得させ る ことは 出来ない ｡ 絶対に彼ら自身をその
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ような状況に駆り立 てな ければならない の である｡

上記 の 分析より次の 方針が出て くる｡

A ) レ ポ ー ト､ 課題調 べ を授業以外の 時間を使 っ て

出来るだけ多くさせ る ( 95 年度の 実数は 3 回､ 各 々数

真の 内容) ｡

B ) 知識 の 源泉 ､ 誰 が ど の ように してそ れを明らか

に したか の 説明を可能な限り取り入れる｡ そ の た めに

は教え る項目自体の数が減 っ て も致 し方ない ｡

C ) 授業時に自ら考え る癖を つ け るた めに ､ 必ず小

設問を課 し､ そ こ で は用語を問うの で はなく ､ 基本的

な考えや技術上 の プ ロ セ ス で解決を迫られた重要な発

想を問う｡

D ) 自らの体 の 目に見えたり ､ 感 じた りする調節や ､

病的な状態の 棟能不全の 現象を出来るだ け取 り入れ ､

生物学的に説明をする態度を養う ( 立ちくらみ と血流 ､

A L S と神経など の 関係に つ い て の分析) ｡

2 ･ 2 課題レポ
ー

トの提出

聴講初回時にあ っ て 回答率の予想以下で あ っ た設問

から 2 課題 ( 以下の課題 1 ､ 2 ) と ､ 実際 の授業に関

わる 1 題 (課題 3 ) を提出した｡ 下記に具体的に示す ｡

課題 1 ) コ ラ
ー ゲ ン ( 化粧品の宣伝等で 日Eji 耳 に

して い る暑が多か っ た が ､ 内容を知る老は

殆 どい なか っ た) : 分子 の 性質特徴 ､ 体 内

で の 分布､ 生活面で の利用範囲､ そ して 課

題をこな した感想｡

課題 2 ) パ ス ツ
ー

ル ( ジ ュ ン ナ
ー

と の取り違えや ､

日頃お酒で恩恵を受け て い る の に ､ 驚くほ

ど の 低回答率だ っ た) : 彼 の行 っ た研究を

いく つ か調 べ させ る｡ 発酵や生命の 自然発

生否定 ､ 狂犬病ワ ク チ ソ な ど沢山 の 業績を

初め て知 っ て 驚い た者が多か っ た｡

課題 3 ) 動物 の動きの 目的は何か ｡ 散漫に多数の

目的を羅列するの で はなく最少の項目にま

とめ て見る作業を独立 ･ 従属栄養との 背景

と併せ て理解する｡

上記課題の 作業時期と して ､ あるも の は夏休み ( パ

ス ツ
ー

ル) ､ 他 は通常期の 2 - 3 週間程度授業時間以

外の 時間を取 っ て 自ら調 べ させ た ｡ こ の 3 つ の 課題調

べ は ､ おおむね好評に受け取られた ようで ( 目 を通す

方は大きな苦労) ある ｡ そ の 中の 微笑ま しい と思われ

るが ､ 自学をさせ る こと の 重要性を ､ こ れ 以上無い ほ

ど強く示 して い る感想の
一

つ を下に記す｡

｢ 課題を調 べ る の は大変だ っ たけれど､ 大学 の 図書

館 で勉強 して み て初めて 大学生にな っ た んだなとい

う気持ちにな っ た+

一

方 で県立 図書館に造出かけて ､ 新大 の 図書館との

落差を感想に書く学生も居れば ､ 全く資料が発見でき

なか っ た と ､ 殆ど何も記入 しない で提出したもの もあ っ

た ｡ 更に付記する と､ 誤 りま で他人の 文章をそ の まま

写 して ､ 授業時 にそれを指摘すると､ ｢ 私た ち (旭町

系統の 学生) は特に忙 しい の だか ら､ 協同で作業して

何が悪い+ ､ と開き直る学生達もあ っ た ｡ 最終回 の ア

ン ケ ー ト で も､ 課題は単に講義を聞く よりも大い に自

分の 勉強にな っ たと答えた老が45 % あ っ た ｡ 他方､ 資

料探 しが 出来ず十分な答えが得られない まま提出した

と反省する者も4 2 % あ っ た こ とは ､ こ れ以上 の 方法を

取る必要が ある こ とを意味して い る の かも知れない ｡

つ け加え るならば､
一

般的に ア ソ ケ
-

トの 設問に対し

て ､ 簡単に反省の 言葉が出て くるが ､ そ れをどう真の

改善に結び つ けるかが無い ｢ 単なる正 直さ+ の反映で

は ､ 何 の 解決にもならない と い う の が ､ 教員側の共通

した反応 であろう ｡ 昔 の こ とを言うの も何 で あるが ､

出来なか っ た言 い訳を デ ッ チ
■
上げて で も何 とか切り抜

け ､ そ の 後そ の落差を埋め る べ く ､ 前言に責を持 っ て

孤独な努力を積み重ね る こ とを望むの は ､ 無い ものね

だりと い うもの で あ ろうか ｡

2 ･ 3 知識の源泉 へ さかのぼ っ て

良く聞かれる こと で あるが ､ 教養授業で は新 しい ト

ピ ッ ク ス を話 して 学生の興味を引く と い うや り方があ

る｡ こ れ を絶対無視する訳で はな い が ､ 筆者 の行う講

義で は ､ あ る事象 ･ 物質 ･ 組織等を発見 した人物､ そ

の発想､ そ の時代の 持 つ 制約 ､ そ して 出来れば､ 失敗

や挫折なども含む､ 歴史的背景にむ しろ力点を置きた

い と思 っ て い る｡ 何故なら高校時代に
一

覧表 の ような

もの で物質名を覚え て ､ 次 々 と新た な章を終えると い

う安易なやり方で は ､ 永久に学の 面白さ､ ド ラ マ 性は

味わえな い か らと考えるか ら であ る｡ 例 えば フ ッ ク の

時代 ､ 現在 の ような ｢ 剃刀+ が な い状況で ､ 彼 が切る

- 14 6 -



ことが 出来たもの は何だ っ た の かを考える ことに よ っ

て ､ 何故 コ ル ク で あ っ た の か が解 っ てくる ｡ ま た こ の

植物先行の学説形成によ っ て ､ 動物で も細胞の周囲の

硬い壁が重要で あると いう誤 っ た認識に染ま っ て しま っ

た経緯が ､ 理解 され て くる ｡ こ の ような こ とは
一

枚 の

電子顕微鏡に基づく細胞模式図を飾 っ て ､ 細胞 の 項目

を始め て い る今の 教科書で は忘れ去られて い る｡ 何百

年もの過程にわた る研究者の 努力で積み上げられて 来

た自然科学 の成果を ､ リ ア ル タ イ ム で 追うこ とは決し

て 出来ない こと で ある｡ しか し､ そ の 時間軸を多少早

めて で も､ そ の初手か らの経過 ･ 経験を少 しで も共有

する こ とは ､ 今 の 我 々 にと っ て 有益か つ 必要な こ と で

あろうと筆者は強く信ずる ｡ そ の ような方向に沿 っ た

教え方と して ､ 例と して以下があげられる｡

･ 金網に入 っ た肉片を トビに飲ませ た消化酵素に つ

い て の ､ 原始的な実験

･ レ - ヴ ィ の 2 つ の 心臓を使 っ た神経末端からの 伝

達物質の放出の実験 ( こ の原稿を書い て い るうちに ､

こ の私 の 好きな実験が セ ソ タ
-

試験に見事出題され

て しま っ た)

･ ス タ
ー リ ン グと ベ イ リ ス の 搾液分泌機構を解

‾
明す

る過程 で の ホ ル モ ン の発見命名

こ の よう な古い もの だ け で な く ､ P al a d e に よ る標

識ア ミ ノ 酸を用い た障臓腺房細胞 で の 小胞体や ゴ ル ジ

体 の役割の 解明 の ような仕事は ､ 何故 ゴ ル ジ体が分泌

現象に関わると想定された かを示す重要な知見だが ､

ゴ ル ジ体 の 役割は実際に は単に棟械的に教科書の 中に

示されて い る の が現状で ある ｡ 以上 に示 した源流を確

実に把握 して教える こ とは ､ 生物学履修 ､ 非履修者の

双方にと っ て ､ 大変重要なことになる ことは､ 誰にと っ

て も明らか で あろう ｡

2 ･ 4 授業時の小設問

こ の設問出題は出席を取る意味もあるが ､ 受け身的

な態度で はな く講義の ポイ ソ トに自ら参加 ( しか も全

員が) すると い う意義をも っ て い る点 で重視 して い る｡

設問 の代表的な もの を い く つ か下に示す｡ 生物学履修

者に有利にならな い ように配慮 して ある ことは勿論で

あ るが ､ 時には履修老と非履修者とに別の設問を用意

するこ ともある｡ なお､ 以下 の設問を考えるために ､

多く の 場合 ､ 色 々 な ヒ ン トになる図を渡して ､ 回答の

助けに し て い る｡

a ) 普通 の細胞の大きさは､ 人の髪の毛の何分の 1

位 で あろうか

b ) 細胞は､ 何故小さ い必 要が あるか ､ も し
-

細胞

で 大動物が 出来て い る時の 不都合は

c ) 体を乾燥させない た め の ク チクラが持 つ 不都合

な点は何か (付図)

d ) 骨も細胞か ら作られる｡ で は細胞は柔らかい の

に ､ 骨 は何故硬い の か ( 付図)

e ) 細胞分裂の 時に D N A 糸 は何故染色体を形成 し

なけ ればならない の か (付図)

f ) 体 が動かな い 人 ( テ レ ビ で A L S 患者を見た後)

で は何が異常にな っ て い る の か

g ) 横隔膜 ( 筋肉) が収縮 ･ 弛緩 した時の 透視図を

各 々 示し､ 呼吸との 関連を考え よ

h ) 図示問題 : 筋腹 の みを図示して関節に対する筋 ･

腫の 関係を完成させ る

i ) 電子顕微鏡の観察の た めには試料はガ ラ ス にさ

え載せ られ な い ､ どう支えるか

授業との 関連を断 っ て ､ 設問 の みを羅列 しても余り

そ の 意義が薄くな っ て しまうが ､ 上記の 全 て の 設問を､

そ れぞれ最も効果的と思われ る時間に授業中に出 して

10 分程度考え させ る｡

こ の作業の 目的は ､ 受け身的発想から脱することと､

既履修暑が今まで余り考えた こ と の な い 新たな視点か

ら ､ も の を見 つ め直そ うと い う こ と であ っ た ｡ ま た ､

設問 a の 様に ､ 正解を期待す るより ､ 肉眼に よる世界

と顕微鏡による世界との 関連を考える機会を与える こ

と自体が 目的の 場合もある ｡ こ こ で学生の 解答を細か

く分析する ことは ､ ほとん ど の読み手の 興味を越 える

で あろうから省略する ｡

学生が 出した回答は全て グ ル
ー

ピ ン グ し､ 各人が ど

の位置にい るか実名入 り の 資料と して ､ 次 の講義時に

配布 した ｡ 時 に余りにもまずい 回答はイ ニ シ ャ ル の み

に したが ､ こ の ような実名発表処理 を歓迎する学生と ､

嫌う学生と双 方存在 した ことは予想通 りである｡

最終 ア ソ ケ
-

ト の結果､ 講義中の設問と解答作業を､

学ぶ 上 で有益で あ っ た と した者が ､ 9 4 年度5 5 . 2 % , 9 5

年度に4 7 . 7 % で あ っ た の に対 し､ 難 しすぎると評価 し
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た の は各 々 3 8 . 4 % ､ 4 6 . 9 % に 達 した ｡ こ の ような試み

は平易過ぎて も､ 難度が高過ぎて もそ の 目的を十分達

する こ とが難 しい と思われる｡ 学生の 回答を分析 して

い て ､ い か に多くの学生が共通の誤 りに陥るかが良く

解る ｡ 例 えば､ 設問 d に対 して は ､ 柔らか い細胞も密

集すれば硬くなるとする ､ 実際とは逆方向の考えが主

流を占め る の が常で ､ こ れは生物学科の 生徒に対 して

行 っ てもそうなるか ら ､ い か に細胞の み に焦点を当て

た ､ 現在 の 高校生物学が危うい もの で あ るか が実感さ

れる ｡

3 授業終了後の分析か ら読み とること

さて全て の 授業が終わ っ た後 ､ こ の 授業を 2 つ の面

か ら振り返 っ て見る｡ そ の
一

つ は ､ 得られた学生の成

績と履修経歴との 関係 で あり ､ もう
一

つ は学生の ア ン

ケ ー ト に基づくこ の授業の判定で ある｡

3 . 1 得られた成績の分析

最終的に マ
ー ク される点数は､

一

般的に言 っ て 履修

の経歴とどの ような相関を示すの が理想なの で あろう

か ｡ 少な くともこ の授業が ､ 高校生物 で得られた知識

や ､ 生物履修歴と無関係な立場か らな された の で あれ

ば､ 既履修者とそうで な い 者との 間に大きな差が存在

する結果が得られて は不成功で あ っ た と考えられる｡

結果を示す前に ､ 断 っ て 置かねば な らな い の は ､ 9 4 年

度は余り課題を多く出さなか っ た の で ､ 最後の ペ
ー パ ー

テ ス ト の比率が高くな っ て い る の に対 し､ 9 5 年 に は課

題が多か っ た の で最終テ ス ト の配点の 比率75
[
ミそ れ だ け

低くな っ て い る こ と で ある ｡ 以下に 2 年間 の 成績の

結果 (平均± 標準誤差) を示す (課題を真面目に行わ

なか っ た 不合格者は統計より除い て ある) ｡

年 度 履修者(入試科目) 左以外の履修者 理科Ⅰと他科目 非 履修者

1 99 4 年度 8 0 . 9 ±1 .5 7 4 . 3 ± 2 .8 7 7 . 8 ± 3 . 1 7 1 .6 ± 32

1 99 5 年度 7 8 . 3 ±1 .3 7 2 . 1 ± 2 .9 75 .6 ± 1 . 6 78 .4 ±1 .8

95 年度の 非履修者には 医学部の 学生がかな り多か っ

た こ とがどの程度影響 したか不明だが ､ 驚い た ことに

生物 ･ 理科 Ⅰ を全く履修 しなか っ た学生の 平均点が最

も高か っ た ｡ 当然かも知れない が ､ 最初に行 っ た設問

テ ス トと最後に得られた成績の 間には ､ 全 て の場合に

つ い て 有意な相関関係は無か っ た ｡

3 . 2 学生の アンケ
ー

トから

最後に こ の授業が ､ 初期 の 目的を達したか否か 2 点

に つ い て ､ 学生 の ア ン ケ
ー

ト よ り判断する ｡

① 生物学非履修者に と っ て 理解 し得るもの にな っ て

い たか

学期最後の ア ン ケ
ー ト に 上記 の 内容の 付加設問を加

え てみ た ｡ 現実 の 結果は試験の 成績から考えられた予

想より ､ 厳しい もの であ っ た ｡

設問 : こ の 授業は生物学を履修 して い なく て も理解可

能と思うか (解答者は % で 示す) ｡

年 度 履修別
十分理解 お およそ 理解 困難

全く困難
可能 可能 で ある

19 9 4 年度 履 修 者 3 . 6 85 .7 10 .7 0

非履修者 0 37 .5 56 .2 6 . 3

19 95 年度 非履修老 2 . 9 3 5 .5 44 . 1 1 7 . 7

* 95 年度 は履修着 か らは 意見を集 めず

得られた結果は ､ 試験 の成績から予想された様な甘い

傾向で はなく ､ 生物学非履修着か ら の 理解困難とす る

意見は ､ 両年とも3 5 % を越す比率で あ っ た ｡

② こ の 授業を高校生物と比較 して どう思 っ た か

( 19 9 5 年度 の履修者のみ対象)

次に受講 して ､ 既に習 っ た高校生物との 比較感想を

聞い た結果を示す ｡

昔覚 えた ことば か りで 退屈 した 0 %

大部分 は知 っ て い た 内容だ が 時 に面 白い 発 見を した 10 . 9 %

昔の 内容 を違 っ た 観点か ら眺め ､ 面 白か っ た 5 4 .5 %

内容 が違 いす ぎて 比較出来ない 3 4 .6 %

高校時代に生物学を履修 して いた学生に ､ 昔と違 っ た

立場か ら生物学を考えさせ ようと した筆者の 意図は大

体達せ られたと考えられる ｡ しか し､ 自分 の 受けてき
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た生物学との 違い に多少戸惑 っ て い る姿も浮かん で く

る ようで ある ｡

｢ おわりに+

以上 ､ 筆者が こ の 2 年間にわた っ て 行 っ て きた教養

の授業に つ い て ､ 色 々 な資料を添え つ つ 分析を加え て

きた ｡ こ こ で紹介 した様な方法を取る こ とは､ 勿論相

当の ｢ 時間を取 られる+ こ とにな る｡ しか し､ 何度も

設問 ･ 課題を採点して い て ､ そ して実際に課題の解答

の 時に学生の席の 間を歩き回 る ことに よ っ て ､ 彼ら の

氏名 ･ 顔 ･ 学部等が決 して 全 て で はな い にせ よあ る程

度記憶され ､ ｢ 0 0 君 ､ 話をやめ なさ い+ 等と い っ た

注意が講義中にで きるとい う事は ､ 学生との距離を大

い に縮め るだ け で なく ､ 互 い の 交流が講義の実際の成

果に何 らか の形 で はねか え っ てくるもの で あろうと信

じて い る｡

最後の結びと して95 年度 の非履修老の学生 ( 医学部)

の
一

人の 感想を引用 して おこう｡ なお筆者の授業は医

学部の 生徒か らは ､ ほ と ん ど＋ ＋を頂い て い な い が

( 学部別に分析す ると､ 医学部の学生の ＋ の意味は ､

相当他の学部学生と内容が異なる様に感 じられ る) ､

そ の ような ア ン ケ
ー

ト の結果より､ 下記 の感想文を読

み ､ 当初 の 計画 以上に時間をかけ て行われた 自分の 授

業の苦労が ､ 本当に報い られたという感を強くすると

共に ､ こ の 年 の授業を爽や かな気持ちで 閉めく くる こ

とが 出来た こ とを付記 して おく ｡

こ の 授業は課題がたくさん出た り ､ 考 えさせ る

問題が でた りと ､ 大変だ っ た けれ ど､ そ の分おも

しろか っ た｡ 高校 で生物をや っ て なか っ た僕 で も､

頭を柔らかく して 答えるとわか っ た問題が あ っ た

り､ 課題 で は調 べ る こと の大変さを知 っ た し､ 色々

調 べ て新 しい知識が増えた ときの充実感もあ っ た ｡

そ れ に ､ た だ文章だ けをみ てや る より､ 図を使 っ

て 説明して もら っ た り､ 自分で調 べ た り した こ と

は ､ よく頭に残 っ て い る ｡ 生物は暗記が多いみ た

い な気が して たけど ､ 様 々 な棟能には理由もあり ､

た だ覚えるだけ で はなく ｢ どう して か] と い う こ

とを考えて いくと､ ある言葉を覚え るだけで はわ

か らな い ､ い ろ んな知識とか ､ 現象とかがわか る

もの だなあと感 じま した ｡ あ と､ 授業 で 黒部川の

こ と (注) と りあげて くれた ことが心 に の こ っ て

ます｡ 授業とは直療関係の な い ことかも しれな い

けど､ 生物 の 授業をや っ て い る以上 ､ ( とい うか ､

理系と して と いうか ､ 人間と して と いうか) 無視

して は通れない ､ 問題 で はない か と感 じま した ｡

短 い 間だ っ た けど､ ありがとう ございま した ｡

* 注) 黒部川におけ るダ ム からの 汚泥排出の ドキ ュ メ

ン タ リーをビデ オ で紹介 した もの ｡
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